
評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準

〈組織力の向上〉 【満足度指標】 組織的な運営がされ、学校への参画意識がある職員の割合が 主担当 総務

Ａ：１００％

Ｂ：９０％以上 評価方法 教職員へのアンケート

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈いじめ・不登校の早期発見・早期対応〉 【満足度指標】 いじめへの対応ができていると感じる職員が 主担当 生徒指導・教育相談

Ａ：１００％ 教職員へのアンケート

Ｂ：９０％以上 評価方法 いじめアンケート

Ｃ：８０％以上 保護者アンケート

Ｄ：８０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈指導力の向上〉 【満足度指標】 担当業務遂行が学校運営に生かされていると感じる職員が 主担当 教頭・主幹教諭

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上 評価方法 教職員へのアンケート

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈学力の定着〉 【満足度指標】 力がついたと感じている教職員・生徒が 主担当 主幹教諭・研究主任

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上 評価方法 学び振り返りシート

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満 実施時期 各学期定期テストごとに

〈教科部会の活性化〉 【成果指標】 短期的な目標に到達している 主担当 主幹教諭・研究主任

Ａ：９０％

Ｂ：８０％以上 評価方法 教科部会での評価

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈家庭学習の充実〉 【努力指標】 家庭学習の充実に向けて取り組めていると感じている割合が 主担当 研究主任・各学年主任

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上 評価方法 教職員へのアンケート

Ｃ：６０％以上 保護者へのアンケート

Ｄ：６０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈道徳教育の推進〉 【成果指標】 自己肯定感を高める実践が行えた 主担当 道徳教育推進教師・研究主任

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上 評価方法 人権アンケート（11月）

Ｃ：６０％以上 教職員へのアンケート

Ｄ：６０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈情報モラル教育の推進〉 【成果指標】 情報モラルへの意識が高まったと感じる生徒・保護者が 主担当 情報教育担当・生徒指導主事

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上 評価方法 教職員へのアンケート

Ｃ：６０％以上 保護者へのアンケート

Ｄ：６０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈読書活動の充実〉 【成果指標】 図書の貸し出し冊数前年比が 主担当 図書館担当

Ａ：１００％以上

Ｂ：９０％以上 評価方法 図書館の活用状況調査

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満 実施時期 ７月　１２月　３月

〈健康教育〉 【満足度指標】 生活習慣が確立していると感じている保護者・生徒が 主担当 生徒指導・保健主事

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上 評価方法 保護者へのアンケート

Ｃ：６０％以上 生徒へのアンケート

Ｄ：６０％未満 実施時期 ７月　１２月

〈部活動の推進〉 【満足度指標】 部活動を通して生徒の成長を感じる保護者が 主担当 保健体育

Ａ：８５％以上

Ｂ：７５％以上 評価方法 保護者へのアンケート

Ｃ：６５％以上 学校関係者評価

Ｄ：６５％未満 実施時期 ７月　１２月

〈ＰＴＡ活動〉 【成果指標】 参加協力ができたと感じる保護者が 主担当 教頭・各担当

Ａ：８０％以上 評価方法 保護者へのアンケート

Ｂ：７０％以上 学校関係者評価

Ｃ：５０％以上 保護者参加率調査

Ｄ：５０％未満 実施時期 7月　12月と各種行事の後

〈信頼される学校〉 【満足度指標】 学校の情報を得られたと感じる保護者が 主担当 教頭・ＨＰ担当・研究主任

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上 評価方法 保護者へのアンケート

Ｃ：７０％以上 学校関係者評価

Ｄ：７０％未満 実施時期 ７月　１２月
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備考

①
　
組
織
的
な
学
校
運
営

校内研修会を計画的に実施するとともに、風通しの
良い職員関係を醸成し相互のコミュニケーション力
を高め、授業力、生徒指導力など、総合的な指導力
の向上にあたる。【学びの指針１０条】

各自が短期的な目標を持ち、目標達成に向け、
組織的計画的に相互に働きかけることにより、
成長が実感できる。

いじめに対しては、いじめ対応マニュアルに従っ
て，組織的に誠意を持った迅速な対応，解決を図
る。悩みを抱える生徒の早期発見、情報共有、迅速
な対応に心がけ、解決を図る。

いじめ対応マニュアルにより、事案発生時には
誠実迅速に組織的な対応をする。
教育相談活動などが計画的に行われ、早期発見
に努め、情報の共有を図っている。

総務会(校長・教頭・主幹・生徒指導）、主任会やそ
の他運営委員会の組織を活性化し、職員の参画意識
を高めるとともに、次の主任層の人材育成をはか
る。
【学びの指針１０条】

学校運営や教育活動の運営に対して、情報が共
有され、組織的に運営され、職員が運営に携わ
れていると感じることがでる。

家庭学習の習慣化と定着を目指し、宿題の出し方や
点検の方法を学年で組織的に行い、さらに家庭への
協力を求める。
【学びの指針８条】

家庭学習の習慣化や定着を図るための取組
を推進し、保護者にも情報提供する。

③
　
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

教科指導や領域において道徳的な価値付けを行い実
践し、自己肯定感を高める。

特別活動を中心とした自己肯定感を高める取り
組みをするため、校内研修会を充実し、実践で
きたか。

情報教育全体計画に基づいて、生徒、保護者に情報
モラルの啓発活動を行う。

情報教育計画に従い、生徒・保護者に計画的に
活動を行い、情報モラルの重要性を啓発する活
動を行うことができたか。

朝学習の時間での読書活動を中心に、教科指導での
図書館活用を推進する。

読書活動を推進する取組を意図的に行う。
教科と関連させた読書活動で図書館の活用率を
あげることができたか。

②
　
確
か
な
学
力
の
育
成

学力向上の課題を共有し対策するため、教科部会を
計画的に実施し、ＰＤＣＡを意識した取り組みを実
施する。
【学びの指針１１条】

各教科部会で短期的な目標を立て、目標に向け
評価および対応を行い、目標に達しているか。

表現する力,特に[書く力]を教科、領域を通して向上
するために、意図的に授業形態を工夫する。
【学びの指針５条】

表現力を向上させるために、授業形態を意図的
に工夫している。

④
　
健
や
か
な
体
の
育
成

生徒自身が生活習慣や健康の保持増進に関心を持つ
よう、学校と保護者が協力をして健やかな身体の育
成に努める。

生徒会保健委員会,ＰＴＡ保健環境員会を中心に
活動を行い,生徒自身が健康教育、食育に関心を
持ち健康増進に取り組めるよう指導している。

部活動の活性化と充実に努め、心身の健康や集団意
識を高め、規範意識を醸成する。

部活動を通して、心身の健康や規範意識の向上
が見られる。

⑤
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

ＰＴＡ活動の運営と支援で，保護者との連携を強化
しＰＴＡ行事への積極的な参加をはかる。

保護者が積極的に行事に参加する体制，機会を
作ることができ参加率を向上させることができ
たか。

情報発信を通し､教育活動や情報を積極的に公開する
ことで、保護者との信頼関係を築く。
【学びの指針１２条】

各種だよりの発行,ＨＰの定期的な更新,一斉
メールを活用し、学校活動や情報公開を積極的
に行う。


